
① 授業科目名： 

演習Ⅰ 

③教員の免許状取得のための 

  

⑤単位数： 

4単位 

② 担当教員名： 

増尾 賢一（マスオ ケンイチ） 

③ 開講学期： 

通年 

⑥担当形態： 

 単独 

⑦科 目  

⑧施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

 

⑨授業の到達目標及びディプロマポリシーとの関係 

【授業の到達目標】 

卒業論文のテーマを設定できるように、経営学の基礎知識を広く身につける。さらには経営学検定にチャレンジできる

ようにする。 

そのため授業の進め方は、担当部分のレジュメを作成し、プレゼンテーション、ディスカッションと展開していきます。 

【ディプロマポリシーとの関係】 

経営学の知識を身につけ、「問題解決力」および「課題解決力」を高める。 

⑩授業の概要 

本演習Ⅰでは経営学の基礎を学びます。具体的には、経営学の研究対象と方法、企業形態の展開、株 

式会社の特質、経営戦略、経営組織、経営管理、経営財務、経営課題等について広く学んでいきます。 

⑪アクティブラーニング 

ディスカッションおよびプレゼンテーション 

⑫事前・事後学習 

事前学習：事前にテキストの該当箇所を必ず読んでおくこと。特に該当箇所の担当者は、わかりやすく詳細なレジュ

メを用意すること。 

事後学習：学習内容をよく復習し、自分の卒業論文の論点となるかを常に考えること。 

⑬授業計画・学習内容 

第１回： 経営学の意義 

第２回： 企業と経営 

第３回： 企業・会社の概念と諸形態 

第４回： 合名会社・合資会社・合同会社 

第５回： 株式会社の経済的特質 

第６回： 所有・経営・支配と経営目的 

第７回： 会社機関とコーポレート・ガバナンス 

第８回： 日本的経営システム 

第９回： 経営戦略の体系 

第１０回： 経営戦略の理論：アンソフ 

第１１回： 経営戦略の理論：PPM 

第１２回： 経営戦略の理論：ポーター 

第１３回： 全社戦略 

第１４回： 事業戦略 

第１５回： 機能別戦略 

第１６回 経営組織に関する基礎理論 



第１７回 経営組織の基本形態 

第１８回 企業組織の諸形態 

第１９回 組織の制度・管理・文化 

第２０回 経営管理の基礎理論 

第２１回 経営計画 

第２２回 コントロール 

第２３回 経営財務の基礎理論 

第２４回 企業の資金調達と資金運用 

第２５回 財務分析の基礎的手法 

第２６回 財務分析の応用的手法 

第２７回 経営課題：M&A 

第２８回 経営課題：グローバリゼーション 

第２９回 経営課題：CSR 

第３０回 経営課題：環境経営 

⑭特記事項 

「経営学総論」の授業を履修することが望ましい。 

⑮テキスト・参考書・参考資料等 

日本経営協会監修・経営能力開発センター編『経営学検定試験公式テキスト＜1＞経営学の基本』中央

経済社および増尾賢一他編著『信用格付と会社財務・会計制度の新動向』泉文堂など 

⑯学生に対する評価 

授業参加状況（10%）、プレゼンテーション（30%）、ディスカッション（30%）、レポート（30%）で

評価する。 

⑰課題（試験やレポート）に対するフィードバック方法 

レポートは卒業論文につながるものである。したがって、添削したものを学生に示し、以後の研究に役立てる。 

 


